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K10a 光赤外線大学間連携によるスーパーチャンドラセカール超新星候補 SN

2012dnのToO観測：赤外超過とダスト放射
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近年チャンドラセカール限界質量内の白色矮星起源では説明できないスーパーチャンドラセカール超新星 (以
下 SCSN)が発見され、新たな多様性として大きな注目を集めている。我々はすでに、光赤外線大学間連携におけ
る ToO観測プログラムにより、多数の望遠鏡を用いて SN 2012dn の集中的観測を実施し、SCSN候補天体であ
ることを見出した (日本天文学会 2013 年春季年会K01a)。我々は、さらに解析を進め、(1)Bバンド極大光度 30
日後以降でカラーの進化に強い赤外超過を示すこと、(2)赤外超過は amorphous carbonを組成とする 900-1300K
程度の放射で矛盾なく説明できること、を見出した。光学的に薄いダスト放射モデルによって、少なくとも 10−3

太陽質量程度のダストを見積もることができた。本講演では、ダスト放射モデルから、質量・光度・温度の時間
進化を推定し、その起源についての議論を行う。


